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大
桑
村
の
結
婚
・
子
育
て
支
援

結
婚
を
取
り
巻
く
状
況

結
婚
を
取
り
巻
く
状
況

　

令
和
４
年
版
少
子
化
社
会
対
策
白

書
に
よ
る
と
２
０
２
０
年
の
婚
姻
率

（
人
口
千
人
当
た
り
の
婚
姻
件
数
）
は

４
・
３
で
過
去
最
低
で
、
ピ
ー
ク
時
の

１
９
７
０
年
代
前
半
と
比
べ
半
分
と

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
50
歳
時
の
未

婚
割
合
は
男
性
28
・
３
％
、
女
性
17
・

８
％
と
男
性
の
３
人
に
１
人
、
女
性
の

５
人
に
１
人
が
未
婚
で
、
男
女
と
も
に

未
婚
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

初
婚
年
齢
に
つ
い
て
も
１
９
８
５
年
と

比
べ
男
性
で
２・
８
歳
、
女
性
で
３
・
９

歳
上
昇
し
て
お
り
、
依
然
晩
婚
化
も
進

ん
で
い
ま
す
。

　

特
に
未
婚
化
は
、
少
子
化
な
ど
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

結
婚
に
対
す
る
意
識

結
婚
に
対
す
る
意
識

　

厚
生
労
働
省
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
が
２
０
１
５
年
に
行
っ
た

結
婚
に
関
す
る
意
識
調
査
に
よ
る
と
18

子
育
て（
出
産
）の
現
状

子
育
て（
出
産
）の
現
状

　

６
月
２
日
に
厚
生
労
働
省
が
公
表

し
た
令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）
人

口
動
態
統
計
月
報
年
計
（
概
数
）
の

概
況
に
よ
れ
ば
、
令
和
４
年
の
出

生
数
は
戦
後
初
め
て
80
万
人
を
割

り
、
77
万
７
４
７
人
と
過
去
最
低
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
に

お
け
る
出
生
数
の
ピ
ー
ク
で
あ
っ

た
１
９
４
０
年
代
後
半
の
出
生
数

２
７
０
万
人
に
対
し
、
約
70
年
で
３

割
以
下
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

村
の
出
生
数
は
、
平
成
７
年
の
44

人
に
対
し
、
令
和
４
年
は
16
人
と
約

30
年
で
３
割
程
度
ま
で
減
少
し
て
お

り
、
全
国
と
比
べ
て
も
短
い
期
間
で

減
っ
て
お
り
少
子
化
の
傾
向
は
よ
り

深
刻
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

子
育
て
に
お
け
る
負
担

子
育
て
に
お
け
る
負
担

　

下
記
の
表
は
２
０
１
５
年
に
国
の

行
っ
た
調
査
の
結
果
で
、
妻
の
年
齢

別
に
見
た
、
予
定
子
ど
も
数
が
理
想

子
ど
も
数
を
下
回
る
理
由
で
す
。

　

「
子
育
て
や
教
育
に
お
金
が
か
か

り
す
ぎ
る
か
ら
」
と
い
う
理
由
が
一

番
多
く
、
中
で
も
30
代
前
半
で
は
８

割
を
超
え
て
お
り
、
子
育
て
や
教
育

に
関
す
る
経
済
的
な
面
が
大
き
な
負
担
・

不
安
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

村
で
は
こ
の
よ
う
な
経
済
的
負
担
を
軽

減
し
、
生
活
の
一
助
と
な
る
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
村
で
は
妊
娠
・
出
産
期
に
お
け

る
支
援
制
度
も
多
く
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

制
度
を
上
手
く
利
用
し
て
、
様
々
な
不

安
や
負
担
の
解
消
に
繋
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

制
度
の
詳
細
は
村
Ｈ
Ｐ
か
役
場
へ
の
問

い
合
わ
せ
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〜
34
歳
の
未
婚
者
で
「
い
ず
れ
結
婚
す

る
つ
も
り
」
と
答
え
た
割
合
は
男
性

85
・
７
％
、
女
性
89
・
３
％
で
男
女
と

も
に
結
婚
に
対
す
る
意
識
は
高
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
同
研
究
所
が
25
〜
34
歳
の

未
婚
者
を
対
象
に
「
独
身
で
い
る
理

由
」
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
男
女
と
も
に

「
適
当
な
相
手
と
め
ぐ
り
合
わ
な
い
」

（
男
性
45
・
３
％
、
女
性
51
・
２
％
）、

女
性
の
「
自
由
や
気
楽
さ
を
失
い
た
く

な
い
」（
31
・
２
％
）、
男
性
の
「
ま
だ

必
要
性
を
感
じ
な
い
」（
29
・
５
％
）

や
「
結
婚
資
金
が
足
り
な
い
」（
29
・

１
％
）
と
続
く
こ
と
か
ら
、
結
婚
意
欲

が
あ
っ
て
も
、
出
会
い
の
面
や
経
済
的

な
不
安
か
ら
結
婚
に
踏
み
切
れ
な
い
人

が
多
く
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

村
で
は
こ
の
中
で
も
「
適
当
な
相
手

と
め
ぐ
り
合
わ
な
い
」、「
結
婚
資
金
が

足
り
な
い
」
と
い
う
声
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
に
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
結
婚

前
や
結
婚
後
の
新
生
活
を
支
援
す
る
事

業
や
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▲  出展：内閣府ＨＰ  令和４年版少子化社会対策白書 
https://www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/whitepaper/measures/
w-2022/r04webhonpen/html/b1_s1-1-5.html

資料：国立社会保障・人口問題研究所「第15回出生動向基本調査（夫婦調査）」（2015年）を基に作成。
　注　：対象は予定子供数が理想子供数を下回る初婚どうしの夫婦。予定子供数が理想子供数を下回る夫婦の割合は 30.3％。

子
育
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に
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が
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か
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ぎ
る
か
ら
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（％）

自
分
の
仕
事
（
勤
め
や
家
業
）

に
差
し
支
え
る
か
ら

家
が
狭
い
か
ら

高
年
齢
で
生
む
の
は

い
や
だ
か
ら

欲
し
い
け
れ
ど
も

で
き
な
い
か
ら

健
康
上
の
理
由
か
ら

こ
れ
以
上
、
育
児
の

心
理
的
、
肉
体
的
負
担
に

耐
え
ら
れ
な
い
か
ら

夫
の
家
事
・
育
児
へ
の

協
力
が
得
ら
れ
な
い
か
ら

一
番
末
の
子
が

夫
の
定
年
退
職
ま
で
に

成
人
し
て
ほ
し
い
か
ら

夫
が
望
ま
な
い
か
ら

子
ど
も
が
の
び
の
び
育
つ

社
会
環
境
で
は
な
い
か
ら

自
分
や
夫
婦
の
生
活
を

大
切
に
し
た
い
か
ら

30歳未満 30～34歳 35～39歳 40～49歳 総数

（グラフ上の数値は「総数」の選択率であり、カッコ内は第 14回調査（2010年）の結果。）56.3
（60.4）

15.2
（16.8） 11.3

（13.2）

39.8
（35.1） 23.5

（19.3） 16.4
（18.9）

17.6
（17.4） 10.0

（10.9）
7.3
（8.3）

8.1
（7.4）

6.0
（7.2）

5.9
（5.6）
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結
婚
支
援

結
婚
支
援

生
活
支
援

生
活
支
援

子
育
て
支
援

子
育
て
支
援

第
１
回 

イ
ベ
ン
ト

発
酵
巡
り
の
輪
〈 

―

酒
造
探
訪
― 
〉

日
程（
申
込
期
限
） 

　

７
月
30
日
㈰  

13
時
〜
17
時
（
７
月
20

日
㈭
締
切
）

人
数
等 

・ 

男
女
各
５
名

・ 

30
歳
〜
40
歳
の
木
曽
郡
在
住
者
で
独
身
者

・ 

女
性
の
み
木
曽
郡
外
在
住
者
で
も
可

参
加
費 

　

男
性　

２
，
０
０
０
円

　

女
性　

１
，
０
０
０
円

第
２
回 

イ
ベ
ン
ト

自
分
磨
き
の
輪
・
飲
み
友
の
話

日　

程 

　

８
月
27
日
㈰  

15
時
〜
19
時

人
数  

男
性
10
名

参
加
費  

２
，
０
０
０
円

▼▼
結
婚
支
援
事
業
（
広
域
連
携
事
業
）

結
婚
支
援
事
業
（
広
域
連
携
事
業
）

　

郡
内
の
未
婚
の
人
に
「
出
会
い
の
場
」
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
郡
内
６
町
村
主

催
で
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
は
６
回
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

▼▼
大
桑
村
す
こ
や
か
子
育
て
応
援
事
業

大
桑
村
す
こ
や
か
子
育
て
応
援
事
業

　

村
内
で
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
、
出
産
祝
金
・

入
学
祝
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

出
産
、
小
・
中
学
校
入
学
時
：
各
５
万
円

　

た
だ
し
、
平
成
22
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
29
年
４
月

１
日
ま
で
に
出
生
し
た
児
童
を
養
育
す
る
保
護
者
に
つ

い
て
は
中
学
校
入
学
時
の
祝
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼▼
小
中
学
校
給
食
費
負
担
軽
減

小
中
学
校
給
食
費
負
担
軽
減

　

給
食
費
の
負
担
軽
減
を
目
的
に
、
大
桑
小
中
学
校
の

給
食
費
の
一
部
補
助
（
副
食
の
み
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼▼
福
祉
医
療
費
給
付
金
制
度

福
祉
医
療
費
給
付
金
制
度

　

子
ど
も
（
18
歳
到
達
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）

の
医
療
機
関
に
お
け
る
窓
口
負
担
が
無
料
と
な
り
ま

す
。（
所
得
制
限
な
し
）

対
象
機
関

　

県
内
の
医
科
、
歯
科
、
調
剤
、
訪
問
介
護
診
療
費
、

柔
道
整
復
師
の
施
術
療
養
費
、
坂
下
診
療
所
、
花
の

木
薬
局
（
坂
下
）、
エ
ー
ル
調
剤
薬
局
（
坂
下
）

※ 

対
象
医
療
機
関
以
外
の
診
療
所
を
受
診
し
た
場
合

は
窓
口
負
担
後
、
村
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▼▼
保
育
料
・
給
食
費
完
全
無
料
化

保
育
料
・
給
食
費
完
全
無
料
化

　

保
護
者
の
保
育
料
負
担
の
軽
減
を
目
的
に
、
大
桑

保
育
園
の
保
育
料
及
び
給
食
費
に
つ
い
て
、
未
満
児

も
含
め
完
全
無
料
化
し
て
い
ま
す
。

▼▼
奨
学
金
等
返
済
補
助
金

奨
学
金
等
返
済
補
助
金

　

日
本
学
生
支
援
機
構
奨

学
金
や
地
方
公
共
団
体
の

奨
学
金
を
借
り
て
お
り
、

前
年
度
か
ら
村
内
に
在
住

し
、
そ
の
返
済
を
し
て
い

る
人
を
対
象
に
補
助
を
行

い
ま
す
。

補
助
対
象
経
費

　

交
付
申
請
す
る
前
年
に

本
人
が
返
済
し
た
金
額

補
助
金
額

　

補
助
対
象
経
費
の
１
／

３
に
相
当
す
る
金
額
（
年

12
万
円
を
上
限
）

申
請
期
間

　

１
回
目
の
申
請
年
度
以

外
は
原
則
と
し
て
４
月
に

申
請

▼▼
奨
学
金
一
部
免
除
制
度

奨
学
金
一
部
免
除
制
度

　

平
成
27
年
４
月
よ
り
村

の
奨
学
金
を
受
け
た
人

で
、
学
校
卒
業
後
大
桑
村

に
戻
り
、
居
住
し
た
人
を

対
象
に
奨
学
金
償
還
の
一

部
を
免
除
し
ま
す
。

対
象
者

　

平
成
27
年
４
月
以
降
か

ら
奨
学
金
を
償
還
し
て
い

る
人
で
、
奨
学
金
の
償
還

を
行
っ
て
い
る
期
間
大
桑

村
に
居
住
す
る
人

免
除
金
額

　

大
桑
村
に
居
住
し
た
期

間
に
償
還
が
予
定
さ
れ
て

い
る
金
額
の
１
／
３
以
内

の
金
額

▼▼
結
婚
新
生
活
支
援
事
業

結
婚
新
生
活
支
援
事
業

　

新
婚
世
帯
に
住
宅
費
用
な
ど
、
生
活
に
必
要
な
費
用
を
補
助

し
ま
す
。

対
象
者

　

毎
年
３
月
１
日
か
ら
翌
３
月
31
日
ま
で
に
婚
姻
し
た
世
帯
で

夫
婦
と
も
に
39
歳
以
下
で
あ
り
、
合
計
所
得
が
５
０
０
万
円
未

満補
助
額

・
夫
婦
双
方
が
29
歳
以
下
：
60
万
円
（
上
限
）

・
右
記
以
外
の
夫
婦
：
30
万
円
（
上
限
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

一
般
社
団
法
人 

木
曽
人

　
　

℡
０
７
０
‐
１
５
３
８
‐
２
３
２
０
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問い合わせ先　住民課 住民係　　　　　　　℡＊＊５５-３０８０
　　　　　　　長野県後期高齢者広域連合　℡０２６-２２９- ５３２０

令和５年度の後期高齢者医療の年間保険料は次のように計算します。

❶ 低所得者の均等割額の軽減

世帯内の被保険者と世帯主の前年の総所得金額等を合計した額 軽減後の均等割額

43万円 ＋ 10 万円 ×（給与所得者等の数（※１）－１）以下
７割軽減

（12,272 円／年）

43 万円 ＋（28.5 万円 × 被保険者数）
 ＋ 10万円 ×（給与所得者等の数 －１）以下

５割軽減
（20,453 円／年）

43 万円 ＋（52万円 × 被保険者数）
 ＋ 10万円 ×（給与所得者等の数 －１）以下

２割軽減
（32,725 円／年）

※１   世帯内の被保険者と世帯主のうち、55万円を超える給与収入を有する人の数と給与所得が
なく公的年金等の収入が 125 万円（その人が 65歳未満なら 60万円）を超える人の数の
合計

+ =

　加入者のうち、低所得者や加入直前に社会保険の被扶養者であった人は、保険料の軽減措
置があります。
　軽減する場合の計算方法は表のようになります。

均等割額
【 全員に均等にかかる額 】

40,907円

所得割額
【 本人の所得に応じた額 】
（前年所得 － 43万円）

× 8.43％

１年間の保険料
限度額 66万円

　後期高齢者医療制度加入直前に、社会保険の被扶養者であった人は、所得割額がかからず、
制度加入から２年間は均等割額が５割軽減となります。

❷ 元被扶養者への均等割額の軽減

後期高齢者医療 保険料後期高齢者医療 保険料のの軽減軽減
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青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国
強
調
月
間

　

国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
保
険
証
が
新
し
く
な

り
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
は
７
月

下
旬
に
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
。

有
効
期
限
は
令
和
６
年
７
月
31
日

㈬
で
す
。
旧
保
険
証
は
８
月
か
ら

使
用
で
き
ま
せ
ん
。
破
棄
す
る
か

役
場
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
は
、
保
険
証
と
対
象

者
へ
は
限
度
額
適
用
認
定
証
（
白
色
）
と

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

（
青
色
）
を
同
封
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課 

住
民
係

　
　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

　

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　

℡
０
２
６
‐
２
２
９
‐
５
３
２
０

保 険 証
（ 水 色 ）

保 険 証
（ 藤 色 ）

令和５年令和５年
　８月１日から　８月１日から

令和５年令和５年
　７月 31日まで　７月 31日まで

国民健康保険国民健康保険

保 険 証保 険 証
（ 橙 色 ）（ 橙 色 ）

保 険 証
（ 桃 色 ）

令和５年令和５年
　８月１日から　８月１日から

令和５年令和５年
　７月 31日まで　７月 31日まで

後期高齢者医療後期高齢者医療

保保
険
証
険
証
がが
変変
わ
り
ま
す

わ
り
ま
す

　

日
本
赤
十
字
社
の
活
動
資
金
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
資
金
は
、
国
内
外
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
医
療
事
業
や

献
血
事
業
、
看
護
師
育
成
な
ど
に
使

わ
れ
ま
す
。
一
部
は
村
に
還
元
さ
れ

災
害
備
蓄
品
の
購
入
や
日
赤
奉
仕
団

の
研
修
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

集
ま
っ
た
金
額
：
62
万
５
８
０
１
円

　

７
月
は
青
少
年
の
非
行
・
被
害

防
止
全
国
強
調
月
間
で
す
。

　

青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境

の
変
化
を
踏
ま
え
つ
つ
、
家
庭
、

地
域
、
学
校
、
関
係
機
関
が
協
力

し
て
青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
の

活
動
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

●
最
重
点
課
題

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
お
け

る
こ
ど
も
の
犯
罪
被
害
等
の
防
止

●
重
点
課
題

　

１  

有
害
環
境
へ
の
適
切
な
対
応

　

２  

薬
物
乱
用
対
策
の
推
進

　

３   

不
良
行
為
及
び
初
発
型
非
行

（
犯
罪
）
等
の
防
止

　

４  

再
非
行
（
犯
罪
）
の
防
止

　

５   

重
大
な
い
じ
め
・
暴
力
行
為

等
の
問
題
行
動
へ
の
対
応

▼ 

問
い
合
わ
せ
先 

教
育
委
員
会
こ
ど
も
教
育
係 

℡
＊
＊
55
‐
１
０
２
０

　

緑
の
募
金
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
大

桑
中
学
校
１
年
生
が
実
施
し
た
植
樹

体
験
な
ど
の
森
林
整
備
や
森
林
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
、
緑
の
少
年
団

育
成
事
業
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

募
金
額
：
26
万
７
６
１
３
円

日
赤
活
動
資
金

日
赤
活
動
資
金

緑緑
のの
募
金
募
金
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日
間
賀
島
は
タ
コ
や
フ
グ
な
ど
１

年
を
通
じ
て
様
々
な
海
の
幸
を
味
わ

え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
海
水

浴
や
イ
ル
カ
ふ
れ
あ
い
体
験
（
夏
季

限
定
）
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
始
ま

り
最
高
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
す
。

　

日
間
賀
島
へ
は
最
寄
り
の
師
崎
港

ま
で
村
か
ら
車
で
２
時
間
半
で
行
く

こ
と
が
で
き
、
そ
こ
か
ら
海
上
タ
ク

シ
ー
に
乗
り
10
分
ほ
ど
で
到
着
し
ま

す
。

　

村
で
は
日
間
賀
島
の
宿
を
利
用
す

る
人
に
「
海
の
家
利
用
補
助
券
」
を

　

子
育
て
世
帯
を
支

援
す
る
た
め
、
給
付

金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者

① 

令
和
４
年
度
中
に
実
施
し
た
子

育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付

金
の
対
象
者

② 

令
和
５
年
３
月
31
日
時
点
で
18

歳
未
満
の
児
童
（
障
害
児
の
場

合
、
20
歳
未
満
）
を
養
育
す
る

者
で
、
令
和
５
年
１
月
１
日
以

降
の
収
入
が
激
変
し
住
民
税
非
課

税
相
当
と
な
っ
た
人

支
給
額

　

児
童
一
人
当
た
り  

一
律
５
万
円

　

※ 

支
給
に
は
、
申
請
が
不
要
な
場

合
と
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
先 

住
民
課 

住
民
係 

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

発
行
し
て
い
ま
す
。
補
助
券
を
利
用

し
て
日
間
賀
島
に
出
か
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

対
象
者

▼
村
内
に
住
所
が
あ
る
人

　

大
人　

３
，
０
０
０
円

　

小
人　

２
，
０
０
０
円

　

※
小
人
は
３
歳
〜
小
学
生
ま
で

▼
村
外
者
で
村
内
に
お
勤
め
の
人

　

大
人　

２
，
０
０
０
円

　

※ 
補
助
は
一
年
に
１
人
１
回
で
す
。

申
請
・
利
用
方
法

① 

日
間
賀
島
の
ホ
テ
ル
・
民
宿
を
予

約
し
ま
す
。

② 

旅
行
日
の
５
日
前
ま
で
に
役
場
で

補
助
金
の
申
請
を
す
る
と
補
助
券

を
交
付
し
ま
す
。

③ 

宿
泊
先
の
フ
ロ
ン
ト
で
「
海
の
家

利
用
補
助
券
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▼ 

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

総
務
課 

企
画
財
政
係 

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

日
間
賀
島
に
行
こ
う
!!

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
と
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

販
売
期
間

　

令
和
５
年 

　

７
月
４
日
㈫
〜
８
月
４
日
㈮

当
選
金
額

●
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

　

１　

等　

５
億
円　

24
本

　

前
後
賞　

１
億
円　

48
本

●
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

　

１　

等　

２
０
０
０
万
円　

28
本

抽
選
日

　

令
和
５
年
８
月
18
日
㈮

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の

ま
ち
づ
く
り
に
活
用
さ
れ
ま
す
の
で
、

長
野
県
内
の
宝
く
じ
売
り
場
で
購
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
は
、
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ホ
か
ら
ネ
ッ
ト
購
入
も
で
き
ま
す
。

ネ
ッ
ト
購
入
し
た
場
合
は
宝
く
じ
公
式

サ
イ
ト
の
会
員
登
録
住
所
の
都
道
府
県

の
売
り
場
で
購
入
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ  

販
売
中

販
売
中
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村
で
は
、
令
和
６
年
度
を
初
年

度
と
す
る
、
第
６
次
大
桑
村
総
合

計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
村
の
今
後
10
年
間
の
あ
る
べ

き
姿
（
基
本
構
想
）
を
描
く
と
と
も

に
、
そ
れ
に
向
け
た
前
期
５
年
間
の

基
本
計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

　

総
合
計
画
は
「
基
本
構
想
」
、

「
基
本
計
画
」
、
「
実
施
計
画
」
の

３
つ
で
構
成
さ
れ
、
行
政
活
動
の
基

本
と
な
る
最
上
位
計
画
で
す
。

　

村
の
将
来
に
対
す
る
住
民
の
み

な
さ
ん
の
思
い
や
意
見
を
広
く
取

り
入
れ
た
計
画
と
す
る
た
め
、
計

画
策
定
に
向
け
た
地
区
懇
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時
と
会
場

・
７
月
25
日
㈫　

役
場
多
目
的
ホ
ー
ル

・
７
月
26
日
㈬　

野
尻
地
区
館
ホ
ー
ル

・
７
月
27
日
㈭　

須
原
地
区
館
ホ
ー
ル

※
い
ず
れ
も
19
時
か
ら
21
時
ま
で

※ 

３
回
と
も
内
容
は
同
じ
で
す
。
都
合

の
良
い
会
場
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

※ 

座
談
会
方
式
で
行
い
、
第
５
次
総
合

計
画
後
期
計
画
や
、
昨
年
行
っ
た
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
等
を
も
と

に
、
第
６
次
総
合
計
画
の
内
容
に
つ

い
て
提
案
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

申
込
み
は
不
要
で
す
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
先 

総
務
課 

企
画
財
政
係 

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

地
区
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

村
で
は
令
和
６
年
４
月
１
日
採
用
の

職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

職
種
・
受
験
資
格

▼
一
般
行
政
職
（
上
級
・
初
級
）

▼
保
育
士
（
資
格
免
許
職
）

・
大
卒
程
度
（
上
級
）

・
高
校
卒
程
度
（
初
級
）

・ 

昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人

▼
社
会
福
祉
士
（
資
格
免
許
職
）

・ 

昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人

　

６
月
３
日
、
村
観
光
協
会
主
催
で
国

道
沿
線
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
36
団
体
55
名
で
観
光
協
会

員
だ
け
で
な
く
、
村
議
会
議
員
や
商
工

会
青
年
部
の
人
も
参
加
し
、
手
分
け
し

て
拾
い
ま
し
た
。

　

拾
っ
た
ゴ
ミ
を
見
る
と
、
弁
当
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
が
多
く
、
参
加
者

は
「
ポ
イ
捨
て
が
目
立
つ
が
、
村
を
き

れ
い
に
す
る
こ
と
で
少
し
で
も
環
境
意

識
を
持
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
」
と
話

　

７
月
か
ら
役
場
駐
車
場
（
中
学
校
下
）
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
段

ボ
ー
ル
・
雑
が
み
の
収
集
を
し
て
い
ま
す
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
先 

住
民
課 

生
活
環
境
係　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

※ 
新
聞
紙
・
雑
誌
・
チ
ラ
シ
類
は
出
せ
ま
せ
ん
。
く
わ
っ
こ
工
房
で
回
収
し

て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

試
験
の
日
時
・
場
所

　

第
一
次
試
験　

９
月
17
日
㈰

　

第
二
次
試
験　

10
月
下
旬
（
予
定
）

募
集
期
間

　

６
月
12
日
㈪
か
ら
８
月
14
日
㈪
ま
で

申
込
方
法

　

受
験
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て

役
場
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
５
年
８
月
14
日
㈪
必
着

▼ 
問
い
合
わ
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度  

採
用
職
員
募
集

採
用
職
員
募
集

観
光
協
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

観
光
協
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

段
ボ
段
ボ
ーー
ル
・
雑
が
み

ル
・
雑
が
み
のの
収
集
収
集

▲  国道 19号沿いの
ゴミを拾いました
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先
日
、
大
桑
村
役
場
に
て
公
開
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

実
際
に
多
く
の
村
民
の
前
で
今
ま

で
の
活
動
と
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
お

話
し
で
き
た
と
て
も
良
い
機
会
で
し

た
。
僕
は
木
工
・
芸
術
文
化
振
興
と

い
う
任
務
で
、
村
の
土
を
使
っ
た
焼

き
物
「
大
桑
焼
」、
村
の
大
工
さ
ん

に
木
工
技
術
を
教
え
て
い
た
だ
き
な

が
ら
改
装
を
進
め
て
い
る
和
村
古
民

家la m
ora 

ラ
・
モ
ラ
（
ス
ペ
イ
ン

語
で
桑
と
い
う
意
味
）
の
改
装
状
況

や
、
今
年
９
月
にla m

ora

で
開
催

予
定
の
展
覧
会
「
土
着
と
ス
ト
リ
ー

ト
」
展
に
つ
い
て
も
少
し
話
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
展
覧
会
の
案
内
は

ま
た
改
め
て
い
た
し
ま
す
が
改
装
古

民
家
の
中
間
お
披
露
目
会
も
兼
ね
て

い
ま
す
の
で
多
く
の
村
民
に
見
に
来

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
村
で
の
協
力
隊
活
動
報
告

会
に
前
後
し
て
、la m

ora

で
の
松

本
市
県
ケ
丘
高
校
の
出
張
特
別
授
業
、

木
曽
青
峰
高
校
で
の
「
未
来
の
学
校
」

と
い
う
授
業
で
の
講
師
な
ど
、
村
外
か

ら
も
村
で
の
活
動
に
つ
い
て
興
味
を

持
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
か
ら
の
依
頼
が

あ
り
、
村
で
の
活
動
を
話
す
機
会
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。
県
ケ
丘
高
校
は
80
人
も

の
生
徒
の
皆
さ
ん
が
古
民
家
い
っ
ぱ
い

に
な
り
若
者
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
満
た
さ
れ

た
と
て
も
良
い
時
間
で
し
た
。
土
壁
の

再
生
を
行
っ
た
の
で
す
が
、
藁
を
切
っ

た
り
、
竹
で
骨
組
み
を
組
ん
だ
り
、
最

終
的
に
練
っ
た
土
を
壁
に
少
し
塗
る
と

こ
ろ
ま
で
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
別
の
２
人
の
講
師
の
先
生

に
は
羊
毛
と
ペ
ッ
ト
の
毛
を
使
っ
た
繭

玉
作
り
体
験
、
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
と
パ

ネ
ル
を
使
っ
た
蚕か

い
こ

蛾が

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
い
、
元
養
蚕
農
家
で
あ
る
家
の
歴

史
、
村
の
歴
史
を
紐
解
く
き
っ
か
け
と

な
る
良
い
授
業
が
行
え
ま
し
た
。

　

大
桑
小
学
校
で
は
今
秋
開
催
の
展
覧

会
関
連
行
事
と
し
て
全
学
年
で
お
蚕
さ

ん
に
関
連
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
先
日
１
、２
年
生
の
皆

さ
ん
と
「
お
蚕
芋
虫
土
偶
を
作
ろ
う
・

お
蚕
ヒ
モ
を
結
ん
で
伸
ば
そ
う
」
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
小
学
校

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
木
曽
ペ
イ
ン
テ
ィ

ン
グ
ス
の
岩
熊
力
也
さ
ん
、
フ
ェ
ル
ト

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
中
條
聡
さ
ん
と
行
っ

て
い
ま
す
。
中
條
さ
ん
は
実
際
に
自
宅

で
昔
な
が
ら
のla m

ora

に
眠
っ
て
い
た

養
蚕
道
具
を
用
い
蚕
を
飼
育
し
そ
の
様

子
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
説
明
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
村
の
名
前
に
も
な
っ

て
い
る
桑
、
養
蚕
の
歴
史
を
紐
解
き
な

が
ら
、
さ
ら
に
は
村
の
土
を
使
っ
た
土

偶
作
り
を
通
し
て
縄
文
時
代
の
村
に
も

思
い
を
馳は

せ
ら
れ
る
き
っ
か
け
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
制
作
さ
れ

た
生
徒
の
作
品
は
展
覧
会
の
会
場
で
展

示
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

改
修
を
進
め
て
い
る
和
村
古
民
家la 

m
ora

で
す
が
な
か
な
か
大
き
い
家
で
作

業
が
大
変
で
す
。

　

そ
こ
で
展
覧
会
開
催
予
定
の
９
月
ま
で
、

９
の
つ
く
日
、
９
・
19
・
29
は
公
開
片
付

け
・
改
修
日
と
し
ま
し
た
。

　

名
付
け
て
「ZU

KU
ZU
KU
!! la 

m
ora

ズ
ク
ズ
ク 

ラ
・
モ
ラ
」。

　

見
学
、
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
け
る
方

大
歓
迎
で
す
。
９
時
か
ら
17
時
ま
で
土

壁
の
改
修
作
業
の
際
に
は
壁
の
構
造
が
見

え
た
り
な
か
な
か
見
ど
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

庭
に
は
土
器
を
焼
い
て
い
る
窯
や
、
協
力

隊
金
井
さ
ん
の
有
機
野
菜
の
畑
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
機
会
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活

動
報
告
会
に
来
て
い
た
だ
け
た
方
、
来
ら

れ
な
か
っ
た
方
も
見
学
に
来
て
い
た
だ
け

た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼ 

改
修
作
業　

問
い
合
わ
せ 

奥
野　
　

宏 

℡ 

０
８
０
‐
５
８
２
６
‐
７
５
９
０

▲県ケ丘高校 授業の様子

▲布を蚕の糸に見立て、繋げた長さを測る様子
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大桑村地域包括支援センター大桑村地域包括支援センター
TEL ＊＊ 55-4022（直通）TEL ＊＊ 55-4022（直通）

包括支援包括支援
センターだよりセンターだより

金澤 典子 金澤 典子 保健師保健師

　

現
在
日
本
は
全
国
的
に
人
口
が
減
少

し
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
村
で

も
令
和
４
年
10
月
１
日
時
点
の
65
歳
以

上
の
人
口
割
合
は
43
・
８
％
、
75
歳
以

上
は
25
・
４
％
で
、
前
年
度
よ
り
65
歳

以
上
は
０
・
３
％
、
75
歳
以
上
０
・

２
％
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

者
世
帯
数
（
独
居
高
齢
者
世
帯
と
高
齢

者
の
み
の
世
帯
）
も
42
・
２
％
で
前
年

度
よ
り
０
・
７
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
高
齢
化
が
進
み
ま
た

高
齢
者
世
帯
が
増
加
し
て
い
く
中
、
暮

ら
し
に
く
さ
を
感
じ
て
い
る
人
す
べ
て

を
介
護
保
険
や
村
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
で
補
う
こ
と
は
現
実
に
は
難
し
い
状

態
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
高
齢
者
の
皆

さ
ん
に
は
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
自
宅
で
暮
ら
し

や
す
く
な
る
工
夫
を
し
な
が
ら
、
自
立

し
た
生
活
を
で
き
る
だ
け
長
く
送
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
高
齢

者
の
お
宅
を
訪
問
し
、
普
段
の
生
活
の

様
子
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
買
い
物
が
不
便
」
「
足
腰
が
弱
く

な
っ
て
き
て
、
床
か
ら
立
ち
上
が
る
こ

と
が
大
変
」
な
ど
生
活
の
不
便
さ
が
聞

か
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
不
便
さ

を
嘆
く
だ
け
で
は
な
く
ア
イ
デ
ア
を
取

り
入
れ
た
り
生
活
ス
タ
イ
ル
を
ち
ょ
っ

と
変
え
る
こ
と
で
、
そ
の
不
便
さ
を
解

決
し
た
話
を
い
き
い
き
と
話
し
て
く
れ

る
人
も
い
ま
す
。
そ
ん
な
話
を
聞
く
と
、

そ
の
ア
イ
デ
ア
に
「
な
る
ほ
ど
」
と
驚

い
た
り
、
対
応
力
を
た
だ
た
だ
尊
敬
す

る
と
い
っ
た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
ま
た
訪
問
を
通
し
て
、
今
ま
で
の

生
活
ス
タ
イ
ル
を
変
え
る
の
は
、
困
っ

て
ど
う
し
よ
う
も
な
く
な
っ
た
時
期
で

は
な
く
、
困
り
感
が
出
始
め
た
こ
ろ
、

あ
る
い
は
そ
の
前
か
ら
考
え
、
早
め
に

行
動
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と

に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
訪
問

の
中
で
「
な
る
ほ
ど
」
と
感
じ
た
ア
イ

デ
ア
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
家
で
、

住
み
慣
れ
た
家
で
、

地
域
で
暮
ら
す
た
め
に

地
域
で
暮
ら
す
た
め
に

 運転免許をそろそろ返納…。

  免許を持っているうちに、バスなど
に乗って体験した。

❶❶

❸❸

  小袋に変えたら軽くて楽になった。

 ゴミが重たい。

❹❹

  タンクの小さいストーブに変えた。
大きいタンクにして、家族が来たと
きに入れてもらうようにした。

 ストーブの灯油タンクが重たい。

❷❷
 買った物が重たい。

  買い物を宅配に変えた。 
重い物は家族に運んでもらうようにした。

暮らしのアイデア  こたつが好きだが、床から立ち上がれない。

  椅子の生活に変えた。

❺❺

❼❼

  寝室の場所を変えた。

 トイレの回数が増えたが、場所が遠い。

  外出時、上がり框に座って靴を履いた後、立
ち上がりが大変。

❻❻

  腰かけ台を置いたら手すりにもなった。

  肩の痛みで腕が上がらず、洗濯竿に洗濯物を
干せない。

❽❽

  室内用の物干しに変えたら低い位置になって
干せるようになった。

❾❾

  家族や周りに「ありがとう」、「助かる」と言葉で
伝えるようにした。お互いに気持ちよく過ごせる。

 何もかも自分でというのは難しい。
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情報掲示板情報掲示板

問 

申   

木
曽
広
域
連
合
総
務
課

℡
＊
＊
23
‐
１
０
５
０

　

木
曽
広
域
連
合
で
は
次
の
と

お
り
令
和
６
年
度
採
用
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

職
員
区
分

　

一
般
行
政
職
・
消
防
職

受
付
期
間

　

６
月
26
日
㈪
か
ら 
 

８
月
16
日
㈬
（
必
着
）

　

受
験
資
格
申
込
方
法
等
詳
細

は
木
曽
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問   

長
野
県
人
権
男
女
共
同
参

画
課

℡
０
２
６
‐
２
３
５
‐
７
１
０
２

　

「
長
野
県
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
届
出
制
度
」
は
、
双
方
又
は

い
ず
れ
か
一
方
が
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
で
あ
る
２
人
が
、
互
い

を
人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
す
る

こ
と
を
県
に
届
け
出
て
、
県
は

届
出
を
受
領
し
た
こ
と
を
証
明

す
る
制
度
で
す
。

　

７
月
10
日
か
ら
届
出
を
受
付

　

長
野
県
で
は
『
宴
会
料
理
』

の
食
べ
残
し
を
出
さ
な
い
呼
び

掛
け
を
行
う
、「
残
さ
ず
食
べ

よ
う
！
30
・
10
運
動 

宴
会
た
べ

き
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

楽
し
か
っ
た
宴
会
が
終
わ
り

に
近
づ
い
た
と
き
、
ふ
と
テ
ー

ブ
ル
の
上
を
見
る
と
「
料
理
が

ま
だ
残
っ
て
い
る
！
」
な
ん
て

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

そ
ん
な
「
も
っ
た
い
な
い
」

食
べ
残
し
を
減
ら
す
た
め
、

「
30
・
10
運
動
」
を
意
識
し
て

宴
会
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

け
、
８
月
１
日
か
ら
証
明
書
を

発
行
し
ま
す
。

　

制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
長

野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　

木
曽
広
域
連
合
で
は
地
域
に

貢
献
す
る
看
護
師
を
養
成
す
る

た
め
、
信
州
木
曽
看
護
専
門
学

校
へ
の
地
域
特
定
推
薦
枠
を
設

け
て
い
ま
す
。

　

希
望
す
る
人
は
申
請
資
格
等

を
確
認
の
上
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

６
月
30
日
㈮
か
ら 

 

８
月
31
日
㈭
ま
で

　

申
請
資
格
等
は
木
曽
広
域
連

合
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問 

申   

木
曽
広
域
連
合 

健
康
福
祉
課

℡
＊
＊
23
‐
１
０
５
０

問   

福
祉
健
康
課
福
祉
係

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

　

村
で
は
、
電
力
・
ガ
ス
・
食

料
品
等
の
価
格
高
騰
に
よ
る
負

担
増
に
よ
り
、
家
計
へ
の
影
響

が
大
き
い
低
所
得
世
帯
に
対

し
、
そ
の
生
活
の
安
定
を
図
る

支
援
と
し
て
、
給
付
金
を
支
給

し
ま
す
。

支
給
金
額

　

１
世
帯
に
つ
き
３
万
円

支
給
の
対
象
と
な
る
世
帯

　

住
民
税
非
課
税
世
帯

　

基
準
日
（
令
和
５
年
６
月
１

日
）
に
お
い
て
大
桑
村
に
住
民

登
録
が
あ
り
、
世
帯
全
員
の
令

和
５
年
度
分
の
住
民
税
均
等
割

が
非
課
税
で
あ
る
世
帯

※ 

対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、
通

知
し
ま
す
の
で
内
容
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

問 

申   

福
祉
健
康
課
福
祉
係

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

　

11
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
に
上

松
町
ひ
の
き
の
里
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
す
る
第
28
回
木

曽
地
域
シ
ニ
ア
作
品
展
の
出
展

作
品
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
間

　

８
月
21
日
㈪
〜
10
月
６
日
㈮

参
加
資
格

　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
郡
内

在
住
者

出
品
作
品

　

出
品
者
が
趣
味
で
制
作
し
た

も
の

作
品
種
目

　

工
芸
品
、
絵
画
、
写
真
、
書
、

俳
句
・
短
歌
、
手
芸
、
盆
栽
な
ど

※ 

種
目
ご
と
に
規
格
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

作
品
数

　

１
種
目
１
人
３
点
以
内

木
曽
広
域
連
合

職
員
募
集

長
野
県
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
届
出
制
度

残
さ
ず
食
べ
よ
う
！

30
・
10
運
動

信
州
木
曽
看
護
専
門
学
校

地
域
特
定
推
薦
入
試
の

ご
案
内

電
力
・
ガ
ス
・
食
料

品
等
価
格
高
騰
支
援

給
付
金

木
曽
地
域
シ
ニ
ア

作
品
展　

作
品
募
集

▲  木曽広域連合 
職員募集

▲  長野県パートナー
シップ届出制度
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の行事予定
1 火 健康教室（野尻地区館）

2 水
3 木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

4 金
5 土 推しレコ！

6 日
7 月
8 火 健康教室（野尻地区館）

9 水 ゴールデンシューの日（大桑村役場）

10木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

11金
12土
13日
14月 成人式（役場多目的ホール）

15火
16水
17木

18金 図書館おはなし会（キッズルーム）
なんでも相談（大桑村役場）

19土 図書館 de シネマ

20日
21月
22火 健康教室（野尻地区館）

23水
24木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

25金
26土 大桑村の明日を語る集い（役場多目的ホール）

27日
28月
29火 健康教室（野尻地区館）

30水
31木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

８８月

※ 新型コロナウイルスの状況により中止になる可能性
があります。

①役場、 ②野尻地区館、 ③須原地区館、 ④殿分館、
⑤村民体育館、 ⑥橋場分館、 ⑦弓矢分館

※各教室とも随時参加者を募集しています

会　場　

マスコット：マナビィデザイン：石ノ森章太郎

教　室 会場 時　間 開催日
英 会 話 ① 14：00 2、9、16、23、30
英 会 話 ① 19：30 2、9、16、23、30
押 し 花 教 室 ② 10：00 18
パ ッ チ ワ ー ク ⑦ 9：30 23
レザークラフト ⑦ 9：30 1
陶 芸 教 室 ④ 10：00 25、26

コール・マルベリー
① 19：30 9、23
② 19：30 2、16、30

詩吟岳風会大桑教室 ⑥ 13：00 1、8、22、29
大 正 琴 糸 瀬 会 ③ 13：00 8、22
リフレッシュヨーガ ⑦ 19：00 2、9、23、30
ヨ ガ ② 14：00 26
あゆみ整体教室 ⑦ 19：00 7、21
フラ教室〈昼〉 ③ 10：30 7、21、28
フラ教室〈夜〉 ⑤ 19：30 1、8、22
大桑ダンシングフレンズ ⑤ 14：00 5、19
日本舞踊はなやぎ会 ⑤ 14：00 12、26
池坊いけばな教室 ③ 12：30 8、22
笑 い ヨ ガ ② 13：30 24

生涯学習に関する問い合わせ　大桑村公民館 ℡＊＊ 55-1020
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５
月
27
日
、
大
桑
小
学
校
で
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
応
援
合
戦
で
元
気
よ
く
始
ま
り
、
か
け
っ
こ
や
、
３・４
年
生
の

大
玉
運
び
、
１・２
年
生
の
玉
入
れ
、
５・６
年
生
の
綱
引
き
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
紙
は
高
学
年
リ
レ
ー
の
１
シ
ー
ン
で
す
。
子
ど
も
だ
け
で
な

く
、
大
人
も
力
が
入
る
力
走
で
「
が
ん
ば
れ
ー
」、「
行
け
ー
！
」
と

い
う
応
援
が
、
子
ど
も
か
ら
も
大
人
か
ら
も
多
く
聞
こ
え
ま
し
た
。

　
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
汗
を
流
し
、
最
後
に
は
楽
し
か
っ
た
と

思
え
る
運
動
会
に
し
よ
う
！
」
で
、
そ
の
と
お
り
、
子
ど
も
た
ち
は

運
動
会
を
楽
し
ん
だ
様
子
で
し
た
。

表
紙
に
よ

て
せ

木曽病院（木曽町福島） ℡ 0264-22-2703
坂下診療所（中津川市坂下） ℡ 0573-75-3118
中津川市民病院（中津川市） ℡ 0573-66-1251

８月の緊急当番医
日 緊急医名 電話番号
6日㈰ 王滝村診療所（王滝村） 48-2731
11 日㈮ 原内科医院（木曽町福島） 22-2678
13 日㈰ 芦沢医院（上松町） 52-2018
20 日㈰ 古根医院（大桑村） 55-1188
27 日㈰ 古根医院（大桑村） 55-1188

村の人口
1,500 世帯

（前月比＋２世帯） 男（人） 女（人） 計（人）

出　　　生 １ ０ １
死　　　亡 ３ ４ ７
転　　　入 ９ ４ 13
転　　　出 ３ １ ４
総　人　口
（前月比）

1,628
（＋４）

1,728
（－１） 

3,356
（＋３） 

（７月３日現在・住民基本台帳登録人数）

5/30
小学校
田植え

6/24
わくわく隊 モルック体験

6/3  村ポンプ操法大会

6/16  まめっこ 図書館お話会

6/5
保育園

田の神様

５
月
・
６
月
の
で
き
ご
と

発
行

／
大

桑
村

　
399-5503 長野県木曽郡大桑村大字長野880番地１

　
　

　
　

　
　

　
TEL  0264-55-3080　

FAX  0264-55-4134
　

　
　

　
　

　
　

H  P  http://w
w

w
.vill.ookuw

a.nagano.jp/
　

　
　

　
　

　
　

m
ail  info@

vill.ookuw
a.nagano.jp
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広
報

お
お

く
わ
N
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  「
広

報
お

お
く

わ
」

は
環

境
に

優
し

い
再

生
紙

と
ベ

ジ
タ

ブ
ル

イ
ン

キ
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

令
和
５
年
７
月
13日
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